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知的障害児の心理及び生理、病理に関する研究の動向について 
―和文論文タイトルの量的な分析による考察―

菅　原　航　平＊

要旨　知的障害を対象とした特別支援学校や特別支援学級に在籍する児童生徒は近年大きく増加

している。これら児童生徒に対して十分な教育を行うことができる教員を養成するために、令和

４年に特別支援学校教諭免許状コアカリキュラムが定められた。その中で、知的障害者に関する

教育の領域でも他の障害種と同様に心理、生理及び病理に関する科目を開講することが求められ

ている。本報告では、直近５年間の知的障害に関する研究の動向を教職コアカリキュラムと関連

付けながら検討した。論文検索の結果、論文タイトルに最も多く含まれていた語は「特別支援学

校」であり、知的障害に関する研究は特別支援教育に関連するものが多くを占めており、学習や

生活、教育課程、教科指導などをテーマにした研究が多くなっていた。「心理」や「生理」といっ

たキーワードを含めて検討すると、教員養成課程の教育内容や心理特性、心理的・生理的な評価

方法に関するテーマが複数みられた。

キーワード　 知的障害、研究動向、教職コアカリキュラム、心理・生理・病理、テキストマイニ

ング

緒言

文部科学省が公表している特別支援教育資料

によると令和３年５月１日時点で特別支援学校

の知的障害を対象とした学級の在籍者は小学

部・中学部73,390名、高等部61,395名となって

おり、特別支援学級では146,946名の在籍と

なっている（文部科学省初等中等教育局特別支

援課, 2022）。直近10年間での変化について平

成23年のデータと比較すると、少子化により全

体の児童生徒数は約1割減少しているにも関わ

らず、特別支援学校の知的障害を対象とした学

級の在籍者は小学部・中学部が1.28倍（2012：

57,350名）の増加、高等部が1.14倍（2012：

53,914名）の増加で、特別支援学級では1.75倍

（2012：83,771名）と大きく増加している(文部

科学省初等中等教育局特別支援課, 2012)。こ

のように知的障害を対象とした特別支援教育の

ニーズは年々増加しており、教職課程を持つ大

学、特に特別支援学校教員養成課程ではそれに
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対応した教員養成が求められている。

令和４年７月に公表された「特別支援学校教

諭免許状コアカリキュラム」（特別支援教育を担

う教師の養成の在り方等に関する検討会議, 

2022）では、知的障害者に関する教育の領域の

心身に障害のある幼児、児童又は生徒の心理、

生理及び病理に関する科目の一般目標は「知的

障害の要因となる病理面や併存症・合併症と心

理面及び生理面の特徴並びにそれらの相互作用

について理解し、幼児、児童又は生徒一人一人

の知的障害の状態や適応行動の困難さ及び認知

の特性を把握することを理解するとともに、家

庭や医療機関との連携について理解する。」と

示されており、知的障害（児）の行動やその背

景などを理解するための心理領域、生体機能な

どを理解するための生理領域、障害の要因や特

性などを理解するための病理領域およびその相

互作用などを中心に扱うことなどが定められて

いる。

具体的な教授内容としては、勝二らが知的障

害領域における心理・生理・病理に関する科目

の教科書として執筆した文献（勝二（編），

2022）では、主に、心理の領域では知的・適応

機能とそのアセスメント、知的障害児の注意・

記憶、学習、言語・コミュニケーションなどが

取り上げられており、生理・病理の領域では、

遺伝や人体の発生、知的障害の発生要因、感覚

機能、運動機能、健康問題などが取り上げられ

ている。

その他、特別支援学校教諭教員養成の心理・

生理・病理の科目に関わる近年の研究に関して

は、「特別支援教育」のテキストあるいはテキ

ストに準じる書籍において、知的障害者に関す

る心理・生理・病理がどのように説明されてい

るかについてテキストマイニングにより分析さ

れた研究（阪木，2023）では、階層的クラス

ター分析の結果、「必要な支援」、「染色体異常」、

「原因分類」、「知能検査」、「特性の表れ」、「学

習場面での対応」、「具体的な難しさ」、「一般特

性」の８つのクラスターに整理されたことが報

告されている。矢野ら（2018）の研究では、教

員養成課程における知的障害の心理・生理・病

理に関する講義のシラバスを分析した結果、半

数以上で知的障害の適応機能に関する内容が明

記されていたが言語とコミュニケーションに関

する内容が多くを占めており、実用的な適応機

能に関してはほとんど記載されておらず今後実

用的な適応機能に関連づけて自立活動の内容を

知的障害の心理・生理・病理の講義に盛りこむ

ことが課題だと指摘しているものなどがある。

このようなことを踏まえ、本報告では、知的

障害に関する国内の研究動向について過去５年

間に発表された和文論文のタイトルの量的な分

析を通して把握し、教職コアカリキュラムの内

容と関連付けながら教職を目指す学生に教授す

る必要のある項目について確認する。

方法

⑴　分析対象

国立情報学研究所の提供する“CiNii Research”

おいて、2018年から2023年の期間に登録されて

いる「知的障害」がタイトルに含まれる論文を

2023年11月16日時点で検索し、該当した2,087件

のうち同一のタイトルであり重複登録と考えら

れた85件を除外した2,002件を分析対象とした。

また、この「知的障害」で検索に該当した論

文のうち、さらに「心理」という語をタイトル

に含む論文38件及び「生理」の語をタイトルに

含む論文16件を抽出して別途分析を行った。
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⑵　分析方法

　分析対象とした、2,002件の論文タイトルに

ついて、KH Coder（Ver.3.Beta.07f）を用い

て語の抽出を行い語の出現回数を集計した。な

お、語の抽出の際には、まず条件設定を行わず

語の抽出を行い「知的障害」、「特別支援教育」、

「特別支援学校」、「保護者」、「高等部」、「発達

障害」、「障害者」、「自立活動」、「特別支援学級」、

「小学部」、「自立活動」、「教育課程」、「障害者」、

「発達障害」、「特別支援教育」、「肢体不自由」、

「授業づくり」、「自閉スペクトラム症」、「現状

と課題」、「障害児」、「保護者」など62の単語に

ついては、出現が５件以上確認できたため「特

別支援学校」が「特別支援」と「学校」などと

分割されて集計されないように強制的に１つの

単語として抽出するように設定を行ったうえで

再度抽出・集計を行ったデータを分析に用い

た。

くわえて、階層クラスター分析を行い、分析

対象は出現回数上位50位までの単語とするた

め、出現回数の最小値を52回と設定した。な

お、分析方法Ward 法（距離Jaccard）を用い

て分析を行った。

結果

⑴　全体の傾向

　総抽出語数（使用）は43,773（22,954）で，異

なり語数（使用）は3,722（3,187）であった。表

１に「知的障害（児/者）」を除いた語を出現数

順に示した。

　「特別支援学校」という語が523回と最も多く

出現しており、１本の論文のタイトルで主題と

副題で重複して出現している場合もあったが、

「知的障害」という語がタイトルに含まれる論

文のうち約４分の１の論文が特別支援学校に関

表１　語の出現回数（上位100位までの単語）
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連する報告であった。次いで、「支援」（374回）、

「教育」（372回）、「指導」（259回）と続いていた。

また、緒言で触れた「適応機能」については

タイトルに含まれる論文はなく、適応行動・ス

キルという単語が含まれる論文が７本確認でき

た。

⑵　クラスター分析の結果

階層クラスター分析では、福祉的な支援に関

する語のクラスター（主な語：福祉（79）、施

設（85）、障害者（84））、重度障害や重複障害

などに関する語のクラスター（主な語：重度

（96）、行動（83）、伴う（69）、発達障害（81））、

研究方法などに関する語のクラスター（主な

語：事例（87）、研究（238）、調査（139）、対

象（91））、指導法などに関する語のクラスター

（主な語：特別支援学級（70）、生活（118）、学

習（181）、授業（105））、教育課程などに関す

る語のクラスター（主な語：特別支援学校

（523）、教育課程（58）、教科（76）、自立活動

（81））といった５つのクラスターに整理するこ

とができた。

⑶　「心理」や「生理」という語を含む論文

　「心理」をタイトルに含む論文38件では主な

テーマは、心理教育（４件）、教員養成課程の

教育内容（３件）、知的障害の心理特性（２件）、

心理療法（２件）、知的障害の心理過程（プロ

セス）（２件）、心理学的な評価（２件）などと

なっていた。

「生理」をタイトルに含む論文16件では主な

テーマは、教員養成課程の教育内容（５件）や

生理的指標（４件）となっていた。

まとめ

　まず「特別支援学校」という語が最も出現回

数が多くなっていることから分かるように、知

的障害研究のテーマは、特別支援学校小学部

（小学校）入学から特別支援学校高等部（高等

学校）卒業まで発達段階の教育領域に関するも

のが最も多く、乳幼児期や成人期以降の研究や

福祉領域での支援等はこれらの発達段階や教育

領域の研究と比較して少なくなっていた。

クラスター分析の結果などと合わせて考察を

行うと、特別支援学校に関連するテーマの中で

も特に「教育課程」や「教科」、「自立活動」の

「指導」などの語が含まれるタイトルが多く

なっていた。このようなことから、心理・生理・

病理に関する科目を教授する際にも、教育課程

や教科等の指導法との関連を必要に応じて示し

ていくことが教育課程・指導法、心理・生理・

病理の双方についての学生の理解を深めるため

にも必要があると考えられた。これは緒言でも

触れたが、知的障害の定義においても重要とな

る適応機能などの心理・生理・病理の基礎的な

知識と深くかかわる部分を教科や自立活動の指

導など実践と結び付けながら学生に伝えていく

ことが重要であるとの指摘もなされていること

にもつながる。しかしながら、「適応（機能）」

に関連する語については直接的にタイトルに示

される論文はシラバスの分析を行った先行研究

の結果と同様に極めて少なく、知的障害の定義

とも関連する重要な概念である適応機能の視点

の教授は他の知識と関連づけながら意識して行

う必要があると考えられた。

また、「重度」障害、「発達障害」や「行動（障

害）」が「伴う」重複障害等に関する語が含ま

れるタイトルも多くなっていた。これは、教職
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コアカリキュラムの（知的障害者に関する教育

の領域）「併存症・合併症」についての補足の

項目でも示されているが「特に、特別支援学校

（知的障害）において、「自閉症」を併存する児

童生徒が多く含まれていることに留意するこ

と。」などの補足がなされるなど教職コアカリ

キュラムにおいても知的障害の併存症・合併症

を十分に扱うことの重要性が示されており、実

際に研究の件数としても知的障害と発達障害等

との重複については多く研究がなされている。

このようなことから、重度の知的障害や重複障

害に関連する心理・生理・病理についても十分

に授業計画に組み入れる必要があると考えられ

た。

さらに、「知的障害」という語に「心理」や「生

理」という語を加えて行った分析では、心理的

評価や生理的評価など「評価（アセスメント）」

をテーマにした研究が複数みられた。これらは

教職コアカリキュラムの到達目標の２）「観察や

検査を通して知的障害のある幼児、児童又は生

徒一人一人の知的障害の状態や適応行動の困難

さ及び認知の特性を把握することを理解してい

る。」といった検査や特性の把握といったアセ

スメント手法の部分と関連付けながら紹介をし

ていく必要があると考える。特に心理・認知検

査や生理指標の測定などフォーマルなアセスメ

ント方法・結果も活用した総合的なアセスメン

トは個別の指導計画等の充実には不可欠であ

り、教員としてこれらを活用していく基盤とな

るのが心理・生理・病理に関する知識であると

考える。

今後、今回分析段階で作成した共起ネット

ワークの図（本稿未掲載）や階層クラスター分

析の結果などを整理・図式化して、知的障害に

関する研究（学習内容）の全体像を効果的に示

すことで、学生が知識を関連づけながら知的障

害に関する心理・生理・病理に関する知識を体

系的に理解するなど教育効果を高めるための一

助として活用していきたい。
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